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論論    説説  

 

二松学舎小史、そして二松人士吉田庫三論 

神立 春樹 先生 口述 

 

今日の発表は、「二松学舎小史、そして二松人士吉田庫三論」といいますが、本日の報告

の様式は、「Ⅰ 二松学舎小史」、そして二松学舎から出た優れた人物「Ⅱ 二松人士・吉田

庫三論」の構成です。 

 

ⅠⅠ  二二松松学学舎舎小小史史  

二松学舎小史ですが、私は 2000 年 3 月 31 日、30 年間の岡山大学を定年退官しました。

そして4月1日に、二松学舎大学国際政治経済学部国際政治経済学科の教員となりました。

当時、国際政治経済学部は千葉県の東葛飾郡沼南町（現在の柏市大井）にありました。こ

のキャンパスは、柏駅からスクールバスで行くという、そういう事で自宅のある京王線の

芦花公園駅から 2時間かかりました。そして、2001年 4月から 2年間、私が卒業しました

母校である附属高校の高校長を 2年間、併任しました。実に多忙極まりない追われるよう

な二松学舎での 5年間でした。そして、2005 年 3月に二松学舎を定年退職後、再開された

三島中洲研究会の研究例会に参加し、そこで色々学び、そして報告もしてきました。 

先ず、この三島中洲研究会例会での報告でありますが、それは後に『三島中洲研究』と

いう冊子に詳細が掲載されております。そこに、全部出ておりますけれども、例会での報

告については、以下のとおりとなります。 

「二松學舍の成立と展開―日本近代高等教育制度史の一特質―」（第 7 回 2005.1.29）、

それから「熊沢蕃山の社会改革論」（第 12回 2005.6.18）、それから「那智佐伝師の漢学塾

菁菁学舎、そして無逸塾―千葉県域にみる明治期の地方漢学塾・私立諸学校―」（第 21回

2006.5.27）についてのものです。那智佐伝先生は、私が附属高校を卒業する時の校長先生

でした。ですから、那智佐伝〝師〟という訳です。それから、「明治期東京の私立諸学校に

おける漢学塾・漢学塾主―二松學舍の特質を探る―」（第 25 回 2006.10.14）、「「二松學舍

明治十年設立」の歴史的意義」（第 31回 2007.4.14）、それから「備中の一農書―中洲師縁


